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溝
口
幸
治
が
目
指
す
も
の
！

熊本地震の教訓を忘れない
天災・災害はいつ来るか分かりません。
「備えあれば憂いなし」の言葉の通り、インフラ整備等を踏まえ災害対策に取り組みます。

教育改革と社会保障改革
教育も社会保障も大きな転換期に来ています。
「世界に誇れる日本人」をいかに育てるか乳幼児期から生涯を終えるまでの教育について
研究を深め実践に努めます。社会保障改革は待ったなしです。
かつて経験したことがないような人口減少社会へいかに対応するのか、国での議論を注
視しながら取り組みを進めます。
教育も社会保障も人吉球磨独自の取り組みを模索していきます。

憲法改正に向けて
憲法を改正すれば国民の生活がどのように改善されるのか？日本国、国民にとってなぜ
改正が必要なのか？熊本地震の対応で感じたこと等、みじかな事例を用いて県民の幅広
い理解を得て国民投票に臨みます。

2019国際スポーツ大会の成功に向けて
今年はラグビーW杯、世界女子ハンドボール選手権大会が熊本で開催されます。
大会の成功とは大会を無事に終わらせること、大会を通じて熊本に大きな経済効果を生
み出すこと、そして世界に熊本の魅力をアピールすることです。全力で取り組みます。

定住・移住・起業家支援・企業誘致を一体的に
くまもとの自然、水、豊かな農産物は全国に誇れるものです。
人吉球磨をはじめそれぞれの地域では人口減少、空き家対策等の共通の課題があります。
それを解決するためには「選ばれる地域をいかに創るか」が重要です。
地域の資源と私のこれまでの経験をフル活用して取り組みを進めます。

「日本でもっとも豊かな隠れ里」を全国へ、そして世界へ
青井阿蘇神社の国宝指定、人吉球磨地域の日本遺産認定等、大きな追い風を受けて人吉
球磨が一体となって取り組みを進める大事な時です。
さらに磨き上げ保存すべき文化財を守りつつ、ここにしかない資源を全国へ、世界へ情報
発信していきます。

人
吉
球
磨
の
魅
力
を
、熊
本
の
チ
カ
ラ
に
。

　

任
期
中
、
そ
し
て
平
成
、
最
後
と
な
る

定
例
県
議
会
が
三
月
十
五
日
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
光
栄
な
こ
と
に
、
自
民
党
を
代

表
し
て
県
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
質

問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

異
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
一
年
で
二

回
質
問
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
定
例
会
に
お
い
て
は
、

「
国
の
補
正
予
算
対
応
分
（
四
九
四
億
九

一
〇
〇
万
円
）」
な
ど
を
主
な
内
容
と
す

る
平
成
三
十
年
度
二
月
補
正
予
算
及
び

平
成
三
十
一
年
度
当
初
予
算
（
七
九
一
五

200年ぶりのご譲位による御代替りがもうすぐ

行われます。天皇は祭祀王であり、国民の安寧

を祈られる存在です。天皇陛下は平成の30年

間、ひたすら国家国民の安寧を祈ってこられまし

た。どれほどの国民が未曾有の大災害のなか天

皇陛下のお言葉に勇気づけられてきたことで

しょう。御代替りの好機に、日本の国柄すなわ

ち日本の誇るべき「国のかたち」をより積極的

に語っていくべきだと思います。今春の統一地方

選挙は平成の世から次の時代を担う重要な選挙

です。「政（まつりごと）」を通して「地域のかた

ち」を積極的に議論していきませんか。＜K.T＞

決
断
と
実
行
�
情
熱
を
持
�
て

　   

新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
！

2月15日／人吉市社会福祉のつどい

1月29日／たばこ播種作業

〜
地
方
こ
そ
原
点
。地
域
資
源
を
磨
き
、さ
ら
な
る
魅
力
を
発
信
！
〜

　

熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
間
も
な
く
三

年
を
迎
え
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
熊
本
の

再
生
に
向
け
て
、
創
造
的
復
興
を
成
し
遂

げ
る
た
め
に
、
引
き
続
き
、
蒲
島
知
事
を

は
じ
め
と
す
る
執
行
部
な
ど
と
し
っ
か

り
連
携
し
て
、「
チ
ー
ム
熊
本
」の
一
員
と

し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

二
十
八
歳
で
政
治
の
世
界
に
飛
び
込

ん
だ
私
も
四
十
八
歳
で
す
。

皆
様
の
お
陰
で
、
市
議
会
議
員
一
期
、
県

議
会
議
員
と
し
て
四
期
、
計
二
十
年
間
、

様
々
な
経
験
、
体
験
、
そ
し
て
仕
事
を
す

る
機
会
を
与
え
て
頂
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
、
人
吉
市
民
の
代
表
と
し
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
愛
す
る
人
吉
球
磨
の
た
め
に
、

復
興
道
半
ば
の
熊
本
県
の
た
め
に
、
そ
し

て
祖
国
、
日
本
国
の
た
め
に
務
め
を
果
た

し
て
い
く
覚
悟
で
す
。引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

億
円
）
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
（
全
一
一

六
件
）
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

関
し
て
、「
被
災
者
の
住
ま
い
の
再
建
」、

「
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
整
備
」、「
益
城

町
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
」、「
グ
ル
ー
プ
補

助
金
」、「
八
代
港
の
ク
ル
ー
ズ
拠
点
整

備
」
や
「
開
催
ま
で
一
年
を
切
っ
た
二
つ

の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
成
功
に
向
け

た
取
組
み
」な
ど
、『
創
造
的
復
興
に
向
け

た
重
点
一
〇
項
目
』
さ
ら
に
は
外
国
人
材

の
受
入
れ
、
農
林
水
産
業
の
振
興
や
道
路

整
備
の
推
進
な
ど
、
県
政
の
各
分
野
に
わ

た
る
様
々
な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
、
任
期
中
最
後
の
議
会

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
四
年
間
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
何

と
言
っ
て
も
熊
本
地
震
の
発
生
が
大
き

な
出
来
事
で
し
た
。傷
つ
い
た
熊
本
を
元

の
姿
に
戻
す
た
め
、
創
造
的
復
興
を
成
し

遂
げ
る
た
め
、
県
政
の
最
大
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
た
め
、
で
き
る
こ
と

は
全
て
や
る
覚
悟
で
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。



❶
創
造
的
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

⑴
被
災
者
の
住
ま
い
の
再
建

溝
口　

約
四
八
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
仮
設

住
宅
入
居
者
は
、一
月
末
時
点
で
残
り

一
九
〇
〇
〇
人
。今
後
、高
齢
者
な
ど
、

住
ま
い
の
再
建
が
難
し
い
世
帯
が
顕
在

化
す
る
。再
建
が
難
し
い
世
帯
の
住
ま

い
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
、尋
ね
る
。

答
弁（
知
事
）　

課
題
は
、新
た
な
延
長

要
件
に
該
当
し
な
く
な
る
民
間
賃
貸
住

宅
を
希
望
す
る
世
帯
の
支
援
。ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
場
合
、地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
や
相
談
員
が
支
援
。複
合
的

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
場
合
、ケ
ー
ス

検
討
会
議
を
開
催
し
支
援
。新
た
な
支

援
策
と
し
て
、災
害
公
営
住
宅
等
へ
の

入
居
支
援
、見
守
り
体
制
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
支
援
を
行
う
。来
年
春
ま
で

に
住
ま
い
の
再
建
を
実
現
す
る
目
標
に

向
け
、や
む
を
得
な
い
事
情
等
の
二
〇

〇
〇
世
帯
を
除
き
、見
通
し
が
立
ち
つ

つ
あ
り
、全
庁
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る
。

⑵
益
城
町
の
中
期
的
な
財
政
負
担
の

　

軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み

溝
口　

益
城
町
に
お
け
る
、①
被
災
市

街
地
復
興
推
進
地
域
内
の
各
種
ま
ち
づ

く
り
事
業
へ
の
財
政
負
担
の
軽
減
と
、

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

❷
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
整
備

溝
口　

Ｊ
Ｒ
九
州
の
同
意
を
得
て
ス

タ
ー
ト
す
る
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の

整
備
実
現
に
向
け
て
、知
事
の
想
い
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、尋
ね
る
。

答
弁（
知
事
）　

五
〇
年
、一
〇
〇
年
後

の
発
展
を
見
据
え
、鉄
道
の
早
期
実
現

を
目
指
す
。二
〇
二
三
年
の
新
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
完
成
に
近
づ
け
る
よ
う
取

り
組
む
。Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
整
備
費
の
三

分
の
一
を
上
限
に
拠
出
と
い
う
協
力

が
得
ら
れ
た
。県
民
負
担
最
小
化
の
た

め
国
と
の
協
議
を
進
め
、予
算
と
組
織

体
制
を
充
実
さ
せ
、取
り
組
ん
で
ま
い

る
。

❸
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
に
向
け
て

⑴
経
済
界
の
盛
り
上
が
り

溝
口　

大
会
開
催
に
向
け
た
経
済
界

の
盛
り
上
が
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
、ま
た
、ど
の
よ
う
に
盛
り

上
げ
て
い
く
か
、尋
ね
る
。

答
弁（
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
部
長
）

　

地
元
経
済
界
と
大
会
を
盛
り
上
げ
、

最
大
限
の
効
果
を
生
み
出
し
た
い
。経

済
波
及
効
果
の
見
込
は
、ラ
グ
ビ
ー
約

九
八
億
円
、女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
約
九

二
億
円
、合
計
約
一
九
〇
億
円
。外
国

語
対
応
等
に
取
り
組
み
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
応
援
等
も
盛
り
上
げ
た
い
。

関
係
事
業
者
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

創
造
的
復
興
に
つ
な
が
る
よ
う
準
備

を
進
め
る
。

⑵
組
織
体
制
の
充
実

溝
口　

大
会
期
間
中
の
支
援
体
制
も

含
め
、来
年
度
の
体
制
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、尋
ね
る
。

答
弁（
総
務
部
長
）　

競
技
団
体
等
と
の

連
絡
調
整
等
の
業
務
増
加
の
た
め
、必

要
な
人
員
体
制
を
整
備
す
る
。大
会
期

間
中
は
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る
。

❹
く
ま
モ
ン
の
今
後
の
展
開

溝
口　

①
く
ま
モ
ン
利
用
商
品
売
上
高

を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
か
、②

今
回
創
設
す
る
基
金
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
、尋
ね
る
。

答
弁（
知
事
）　

①
平
成
三
十
年
売
上
高

は
一
五
〇
五
億
円
。前
年
か
ら
約
七
％

増
加
し
、累
計
六
六
〇
〇
億
円
超
。②
利

用
料
に
よ
る
自
立
財
源
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。３
年
後
は
利
用
料
の
一
部
も

基
金
に
積
み
立
て
を
想
定
。四
〜
五
年

後
に
基
金
を
取
り
崩
し
、く
ま
モ
ン
を

支
え
て
い
く
た
め
の
経
費
に
充
当
予
定
。

❺
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
仲
間
の
像
設
置
に

　

向
け
た
今
後
の
進
め
方

溝
口　

①
設
置
計
画
公
表
に
向
け
た
今

後
の
進
め
方
、②
今
後
、仲
間
の
像
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
、被
災
地
の
復
興
や

周
辺
地
域
の
復
興
に
つ
な
げ
る
の
か
、

尋
ね
る
。

答
弁（
知
事
）　

①
審
査
の
透
明
性
や
公

平
性
が
重
要
。複
数
設
置
案
を
有
識
者

意
見
交
換
会
で
示
し
、集
英
社
と
協
議

を
行
い
、四
月
の
復
興
ウ
イ
ー
ク
に
発

表
。②
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
と
連

動
し
た
回
廊
ル
ー
ト
設
定
な
ど
市
町
村

と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
る
。ワ
ン
ピ

ー
ス
連
携
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

継
続
。像
の
設
置
が
な
い
市
町
村
に
も
、

効
果
が
波
及
す
る
よ
う
知
恵
を
絞
る
。

❻
発
達
障
が
い
等
の
障
が
い
の
あ
る

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

⑴
発
達
障
が
い
の
医
療
提
供
体
制
整
備

溝
口　

診
療
ま
で
に
要
す
る
期
間
が

長
期
化
し
て
い
る
中
、発
達
障
が
い
の

医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
向
け
て
、県

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、尋
ね
る
。

答
弁（
健
康
福
祉
部
長
）　

医
師
の
育

成
、地
域
の
医
療
機
関
の
充
実
、療
育

機
関
と
の
連
携
強
化
の
三
柱
で
取
り

組
ん
で
い
る
。新
た
に
国
モ
デ
ル
の
発

達
障
が
い
診
断
待
機
解
消
事
業
を
今

定
例
会
に
提
案
。発
達
障
が
い
の
医
療

提
供
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

⑵
特
別
支
援
教
育
の
充
実

溝
口　

①
障
が
い
の
あ
る
生
徒
が
確

か
な
学
び
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

対
応
、②
県
立
特
別
支
援
学
校
整
備
に

つ
い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
、尋
ね
る
。

答
弁（
教
育
長
）　

①
教
職
員
の
意
識

向
上
の
た
め
研
修
を
実
施
中
。通
級
指

導
教
室
を
三
校
設
置
し
、支
援
員
を
七

校
に
一
人
配
置
。来
年
度
、全
て
の
生

徒
に
わ
か
り
や
す
い
授
業
を
つ
く
る

取
組
を
開
始
。教
育
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
し
確
か
な
学
び
を
支
援
す
る
。　

②

七
校
対
象
に
、既
存
県
有
施
設
を
活
用

し
特
別
支
援
学
校
の
一
部
又
は
全
部

を
移
転
等
し
て
、概
ね
一
〇
年
間
で
教

室
不
足
を
解
消
し
た
い
。

❼
水
俣
病
の
認
定
審
査

溝
口　

①
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
に
一

二
〇
〇
件
審
査
完
了
の
目
標
達
成
に
向

け
た
進
捗
や
取
組
状
況
、②
知
事
三
期

目
就
任
当
時
の
認
定
申
請
者
一
二
六
四

人
の
現
在
の
状
況
、③
目
標
達
成
に
向

け
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
、

尋
ね
る
。

答
弁（
知
事
）　

①
認
定
審
査
会
を
年
六

回
開
催
。現
在
ま
で
九
〇
九
件
を
審
査
。

②
二
月
末
で
審
査
未
了
は
二
九
五
人
。

新
た
な
申
請
も
あ
り
、二
月
末
申
請
者

数
は
六
三
一
人
。③
年
間
三
〇
〇
件
程

度
の
審
査
を
行
い
、目
標
一
二
〇
〇
件

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

❽
球
磨
川
流
域
の
治
水
対
策
と

　

五
木
村
振
興

⑴
球
磨
川
流
域
の
治
水
対
策

溝
口　

今
後
の
球
磨
川
の
治
水
対
策
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
、尋
ね
る
。

答
弁（
知
事
）　

球
磨
川
治
水
対
策
協
議

会
で
示
し
た
治
水
対
策
の
組
合
せ
案
と

様
々
な
観
点
か
ら
、評
価
を
整
理
、検
討

中
。終
了
次
第
、こ
の
協
議
会
で
議
論
を

深
め
る
。実
施
可
能
な
ハ
ー
ド
対
策
と

人
命
を
守
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推

進
し
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
っ
て
ま

い
る
。

⑵
五
木
村
の
振
興

溝
口　

今
後
の
五
木
村
振
興
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、尋
ね

る
。

答
弁（
知
事
）　

来
年
度
以
降
の
振
興
策

に
つ
い
て
、五
年
間
の
計
画
を
策
定
す

る
。総
額
三
億
円
の
財
政
支
援
を
行
い
、

こ
の
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

⑶
住
民
避
難
に
つ
な
が
る
ソ
フ
ト

　

対
策
強
化

溝
口　

二
点
提
案
す
る
。①
統
合
型
防

災
情
報
化
シ
ス
テ
ム
の
見
え
る
化
、②

気
象
情
報
を
読
み
解
く
人
材
育
成
と

人
材
確
保
。提
案
を
踏
ま
え
て
、県
は

ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
、尋
ね
る
。

答
弁（
知
事
公
室
長
）　

①
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
改
善
に
取
り
組
む
。②
国
の
資

格
取
得
に
対
す
る
支
援
制
度
創
設
を

周
知
し
、活
用
を
検
討
す
る
。住
民
が

命
を
守
る
避
難
行
動
を
実
践
で
き
る

よ
う
、ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
・
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

❾
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
等
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　

進
展
の
中
で
の
農
林
水
産
業
の

　

振
興
方
向

⑴
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の
推
進

⑵
外
国
人
材
受
入
れ
の
新
た
な
展
開

溝
口　

農
林
水
産
業
の
維
持
・
発
展
の

た
め
に
は
、⑴
先
端
技
術
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
へ
の
取
り
組

み
と
、⑵
外
国
人
材
の
受
入
れ
拡
大
が

鍵
と
な
る
。ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
、尋
ね
る
。

答
弁（
農
林
水
産
部
長
）　

⑴
ス
マ
ー

ト
農
林
水
産
業
の
推
進
が
不
可
欠
。来

年
度
か
ら
強
力
に
施
策
を
展
開
す
る
。 

⑵
即
戦
力
と
し
て
外
国
人
材
を
受
け

入
れ
、安
心
し
て
就
労
で
き
る
環
境
整

備
を
進
め
る
。農
業
者
と
農
業
外
国
人

材
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ‒

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
構
築
に

努
め
る
。

➓
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
に
向
け

　

た
取
り
組
み

溝
口　

国
の
二
次
補
正
予
算
で
、国
交

省
か
ら
全
国
三
位
の
配
分
を
受
け
た
。

今
後
、ど
の
よ
う
に
防
災
・
減
災
、国
土

強
靱
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、尋

ね
る
。

答
弁（
土
木
部
長
）　

こ
の
予
算
を
イ
ン

フ
ラ
の
機
能
維
持
や
住
民
の
早
期
避
難

を
促
す
取
組
等
に
活
用
。今
回
の
二
次

補
正
な
ど
特
別
に
措
置
さ
れ
る
予
算
を

最
大
限
活
用
し
、防
災
・
減
災
、国
土
強

靱
化
を
加
速
し
て
ま
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
要
望
活
動
の
成
果
に

つ
い
て
、尋
ね
る
。

答
弁（
知
事
）　

①
都
市
防
災
総
合
推

進
事
業
等
の
国
庫
補
助
制
度
一
部
拡

充
や
補
助
率
か
さ
上
げ
と
地
方
財
政

措
置
拡
充
が
実
現
。国
県
の
支
援
で
、

推
進
地
域
内
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

町
負
担
は
、約
四
〇
％
か
ら
約
七
％
ま

で
に
軽
減
。②
県
選
出
国
会
議
員
や
県

議
会
と
と
も
に
チ
ー
ム
熊
本
が
取
り

組
ん
だ
成
果
で
あ
り
、被
災
市
町
村
に

お
い
て
安
定
的
な
財
政
運
営
が
見
通

県　

議　

会

三
月
定
例
会

代
表
質
問


